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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
町
に

寒
川
町
長　

山
上　

貞
夫　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
穏
や
か
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
九
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
心
強
い
ご
支

援
に
よ
り
初
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
大
切
な

暮
ら
し
を
守
る
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
日
々
精
進
を
欠
か
さ
な
い

よ
う
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
た
平
成
二
十
年
は
、
わ
た
し
に
と
っ
て
初
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
り
ま
す
が
、

地
方
分
権
改
革
推
進
法
の
成
立
に
よ
り
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
自
主
性
や
自
立
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
る
行
政
運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
毎
日
の

生
活
の
な
か
で
「
こ
こ
が
良
く
な
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
景
気
は
穏
や
か
な
が
ら
も
息
の
長
い
景
気
拡
大
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
個
人

所
得
の
改
善
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
町
の
財
政
も
町
税
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
の
各
種
事
業
の
行
政
評
価
を
行
い
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
積
極
的
な
行
財
政

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
介
護
や
医
療
な
ど
社
会
保
障
費

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
真
に
必
要
な
事
業
を
優
先
し
て
行
う
な
ど
、
地
域
の
実
態
や
町

民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町　長
山 上 貞 夫

新年の　あいさつ
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町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
づ
く
り
を

寒
川
町
議
会
議
長　

狩
野　

洋
子　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
一
年
を
顧
み
ま
す
と
、
四
月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
国
政
選
挙
で
は
、

二
大
政
党
化
へ
の
傾
向
が
顕
著
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
七
月
に
は
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」
が
発
生
し
、
当
町
で
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も

と
義
援
金
を
募
り
、
一
刻
も
早
い
復
興
を
願
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
記
憶
に
新
し
い
う
れ
し
い

出
来
事
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年
十
二
月
に
野
球
日
本
代
表
が
第
一
関
門
を
見
事
突
破
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
年
八
月
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
北
京
五
輪
で
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に

向
け
、
再
び
わ
た
し
た
ち
に
夢
と
感
動
を
届
け
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
自
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
本
格
的
な
第
二
次
地
方
分
権
に
向
け
た
取
り
組

み
が
開
始
さ
れ
、
当
町
で
も
住
民
の
皆
さ
ま
と
町
が
と
も
に
自
治
の
担
い
手
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
協
働
の
町
を
作
る
た
め
「
寒
川
町
自
治
基
本
条
例
」
を
制
定

い
た
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
域
の
課
題
や
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
町
民
の
皆
さ

ま
と
議
論
し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
、
寒
川
町
を
構
築
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

昨
年
は
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た
「
高
齢
者
健
康
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業
」
の
実
施
や
、
子
育

て
を
応
援
す
る
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
町
づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
ま
い

る
所
存
で
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議　長
狩 野 洋 子

平成20年

新年の　あいさつ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
と
寒
川
町
は
行
政
、
議
会
を
は
じ
め
青
年
会
議
所
や
神み

輿こ
し

会
、
書
道
会
等
の
各
種
団
体
の
友
好
的
相
互
交
流
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
お
り
、
ご
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
年
ま
で
二
期
八
年
に
わ
た
り
姉
妹
都
市
交
流
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
山
田
前
町
長
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
山
上
新
町
長
を
は
じ
め
町

民
各
位
の
倍
旧
の
ご
厚こ
う

誼ぎ

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
近
代
建
築
百
選
の
、
黒
川
紀
章
氏
設
計
に
よ
る
市

庁
舎
開
庁
四
十
周
年
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
記
念
す
べ
き
節
目

の
年
で
し
た
が
、
市
民
の
ご
協
力
に
よ
り
全
て
成
功
裡
に
終
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
地
方
経
済
の
足
踏
み
感
や
地
方
交

付
税
減
額
等
に
よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
は
続
き
ま
す
が
、
知
恵

を
出
し
て
「
ふ
る
さ
と
回
帰
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
歴
史
と
文

化
の
織
り
な
す
気
品
た
だ
よ
う
美
し
い
都ま

市ち

づ
く
り
に
向
け
て
、

な
お
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

姉
妹
都
市
・
山
形
県
寒
河
江
市
の

佐
藤
市
長
よ
り
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

寒
河
江
市
長

佐

藤

誠

六

　

町
で
は
環
境
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
環
境
施
策
の
基
本
方

向
を
示
す
寒
川
町
環
境
基
本
計

画
を
平
成
十
四
年
度
に
策
定
し
、

町
が
目
指
す
望
ま
し
い
環
境
像

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
然
と
文

化
を
愛
す
る　

水
と
み
ど
り
の

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
毎
年
の
環
境
報
告
書
の

作
成
に
よ
る
進
行
管
理
を
行
い
、

取
り
組
み
内
容
の
点
検
・
評
価

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
開
始
し
て
四
年

を
経
過
し
た
現
在
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
の
取
り
組
み
状
況
や
課

題
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
・

県
な
ど
の
環
境
行
政
の
動
向
を

踏
ま
え
、
計
画
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
判
断
し
、
改
訂
版

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

計
画
改
訂
に
あ
た
っ
て
広
く

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
求
め
る
た

め
、
素
案
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
と
住
民
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
期
間　
一
月
四
日（
金
）〜

二
月
四
日
（
月
）

資
料
閲
覧
・
配
布
場
所　

環
境

課
、
役
場
ロ
ビ
ー
受
付
、
寒
川

町
公
民
館
、
北
部
・
南
部
文
化

福
祉
会
館
、
寒

川
総
合
図
書
館

（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

提
出
方
法　

任

意
の
用
紙
に
意

見
と
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
し
て
環
境
課
へ
郵

送
、
直
接
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ

り
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
内

容
ご
と
に
整
理
分
類
し
こ
れ
に

対
す
る
町
の
考
え
方
と
と
も
に

後
日
公
表
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

個
々
の
意
見
に
対
す
る
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
（
氏
名
や

住
所
、
団
体
名
等
は
公
表
し
ま

せ
ん
）

　

住
民
説
明
会

●
一
月
十
六
日
（
水
）
午
後
七

時
〜
八
時
三
十
分　

町
民
セ
ン

タ
ー

●
一
月
十
七
日
（
木
）
午
後
七

時
〜
八
時
三
十
分　

南
部
文
化

福
祉
会
館

●
一
月
十
八
日
（
金
）
午
後
七

時
〜
八
時
三
十
分　

北
部
文
化

福
祉
会
館

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
２
１
環
境
保
全
担
当

FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

m
-kankyou@

town.sam
ukawa.

kanagawa.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

太
陽
光
と
風
力
で
発
電
す
る
照
明
灯（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

町
環
境
基
本
計
画
︵
素
案
︶
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保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
昼
間

家
に
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た

ち
（
主
に
小
学
一
〜
三
年
生
）

の
遊
び
を
通
じ
た
健
全
な
成
長

を
め
ざ
す
た
め
、
町
で
は
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
を
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

兄
弟
姉
妹
が
少
な
い
今
、
異

年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
集
っ

て
遊
ぶ
機
会
も
減
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
お
け
る
遊
び

の
場
の
一
つ
と
し
て
、
町
の
児

童
ク
ラ
ブ
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

運
営
は
各

ク
ラ
ブ
が

行
っ
て
い
ま

す
。
入
所
料

や
運
営
時
間

な
ど
詳
し
く

は
、
各
ク
ラ

ブ
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
平
成

二
十
年
度
の

入
所
説
明
会

を
下
記
の
日

程
で
行
い
ま

す
。
入
所
希

望
の
人
は
出

席
し
て
く
だ

さ
い
。

　

田
端
に
あ
っ
た
二
本
松
公

園
は
昭
和
四
十
年
か
ら
お

よ
そ
四
十
年
に
わ
た
っ
て
野

球
場
と
し
て
野
球
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
団
体
に
多
く

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
同
公
園
が
工

業
専
用
地
域
内
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同

公
園
の
機
能
は
拡
充
整

備
す
る
田
端
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
移
し
、
跡
地
を

工
業
用
地
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
で
、
企
業
の

活
性
化
や
雇
用
の
拡
大
、

さ
ら
に
は
町
税
収
の
確

保
対
策
に
も
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
平
成
十
八
年

十
二
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
本
松
公
園
跡

地
の
売
却
先
を
募
集
し

ま
す
。
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

所
在
地
番　

寒
川
町
田
端

一
五
七
九
番

地
目　

雑
種
地

登
記
面
積　

六
千
六
百
十
平

方
メ
ー
ト
ル

実
測
面
積　

六
千
六
百
十
・

五
八
平
方
メ
ー
ト
ル

用
途
地
域　

工
業
専
用
地
域

容
積
率
（
建
ぺ
い
率
）　

二
百

パ
ー
セ
ン
ト（
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
）

応
募
対
象
業
種　

日
本
標
準

産
業
分
類
に
規
定
す
る
次
の

い
ず
れ
か
の
業
種

・
製
造
業（
大
分
類
Ｆ
）

・
情
報
通
信
業
（
大
分

　

類
Ｈ
）

・
自
然
科
学
研
究
所　

　

（
小
分
類
八
一
一
）

募
集
要
項
の
配
布　

平
成
十
九
年
十
二
月

二
十
八
日（
金
）か
ら
平

成
二
十
年
二
月
二
十
日

（
水
）ま
で
の
間
、防
災

安
全
課
で
配
布（
十
二

月
二
十
九
日
〜一月
三
日
、

土・日
曜
日
、祝
日
は
除

く
）

※
詳
し
い
内
容
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

防
災
安
全
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
２
５
５
管

財
担
当
FAX（
７
５
）６
７
０
６

http://www.town.samukawa.
kanagawa.jp

二本松公園跡地　売却を　　　します

子
育
て
支
援
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
４
３
子

育
て
支
援
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

違
う
学
年
の
子
ど
も
と
過
ご
す

児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童

各クラブ名と説明会日時

と　き クラブ名（対象学区） クラブ所在地 問い合わせ先

１月28日（月）
※

わかばクラブ
（旭小学区） 倉見１００５ （73）4802

２月２日（土）
午前10時から

あおぞらクラブ
（寒川小学区）

宮山１０３０
寒川町公民館内 （74）6575

２月16日（土）
午後１時から

星の子クラブ
（南小学区） 一之宮８の２の９ （75）3995

２月17日（日）
午前10時から

げんきっ子クラブ
（小谷小学区） 小谷４の５の１ （73）5851

２月17日（日）
午後１時から

わんぱくクラブ
（一之宮小学区）

一之宮７の３の２
２３号 （75）1671

ところ　各クラブ
※わかばクラブは旭小学校入学説明会後、同会場で行います。

平
成
二
十
年
度
児
童
ク
ラ
ブ
︵
学
童
保
育
︶

　
　
　
　
　
　

入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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税
務
署
で
は
、
所
得
税
確
定

申
告
書
な
ど
を
自
分
で
記
入
す

る
「
自
書
申
告
」
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
職
員
が
申
告
書
作

成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
自
分
で
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
書
提
出
・
納
付
期
限

受
け
付
け　

二
月
十
八
日

（
月
）
か
ら

提
出
・
納
付
期
限　

●
所
得

税
・
贈
与
税　

三
月
十
七
日

（
月
）
●
個
人
の
消
費
税　

三

月
三
十
一
日
（
月
）　

※
申
告
書
の
用
紙
は
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.nta.go.jp

郵
送
申
告

  

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、

封
筒
に
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の

控
え
に
税
務
署
の
収
受
印
が
必

要
な
人
は
、
控
え
に
住
所
、
氏

名
等
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
し
、

切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
を
「
郵
便
物
」
と
し

て
送
付
し
た
場
合
は
、
通
信
日

付
印
に
表
示
さ
れ
た
日
付
が
提

出
日
と
な
り
ま
す
が
、
郵
便
法

の
改
正
に
よ
り
小
包
郵
便
物
の

場
合
は
、
税
務
署
到
着
日
が
提

出
日
と
な
り
ま
す
。

休
日
の
申
告
受
け
付
け

と
き　

二
月
二
十
四
日
（
日
）
、

三
月
二
日
（
日
）

内
容　

申
告
用
紙
の
配
布
、
申

告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
受
け

付
け
（
電
話
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
告
書

作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
す
る
と
、
二
十
四
時
間
い

つ
で
も
所
得
税
、
消
費
税
（
個

人
）
の
申
告
書
な
ど
の
作
成
が

で
き
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

申
告
書
を
そ
の
ま
ま
郵
送
で
提

出
で
き
ま
す
。

申
告
書
作
成
相
談

　

左
の
日
程
で
相
談
窓
口
が
あ

り
ま
す
。

申
告
書
等
作
成
会
場
が
変
更

　

署
内
は
、
パ
ソ
コ
ン
（
本
人

操
作
）
と
手
書
き
（
立
席
）
で

の
申
告
書
作
成
と
な
り
ま
す
。

　

税
務
署
は
三
月
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
安
心
・
便
利
な
口
座

振
替

　

所
得
税
お
よ
び
個
人
の
消
費

税
の
納
税
に
は
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

法
定
調
書
と
合
計
表
の
提
出

　

平
成
十
九
年
中
に
給
与
や
報

酬
等
を
支
払
っ
た
法
人
・
個

人
事
業
者
は
、
一
月
三
十
一
日

（
木
）
ま
で
に
法
定
調
書
と
合

計
表
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

提
出
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
たe-T

ax

ま
た
は
光

デ
ィ
ス
ク
等
で
も
で
き
ま
す
。

藤
沢
税
務
署
の
駐
車
場
閉
鎖

　

駐
車
場
は
四
月
中
旬
ま
で
閉

鎖
し
ま
す
。
自
動
車
で
の
来
署

は
で
き
ま
せ
ん
。

藤
沢
税
務
署

０
４
６
６

（
２
２
）
２
１
４
１

は
自
分
で
書
い
て　
　
　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税務署以外の相談日
と　き ところ 内　容

２／６（水）、7（木）
９：30～12：00
13：00～15：30

役場東分庁舎
所得税・事業税・住民
税共同の申告書作成指
導会

土地・建物・株式の譲渡所得および贈与税については税務署で相談
してください。なお、混雑する場合は受け付けを早めに終了するこ
とがあります。

２／18（月）
９：30～12：00
13：00～15：30

町商工会 税理士による
無料申告相談

　e-Tax（国税電子申告・納税システム）
は、あらかじめ登録しておけば、インター
ネットで申告や納税、手続きができる便利
なシステムです。確定申告をe-Taxで行う
と次のような利点があります。
①平成19年分または平成20年分のいずれか
１回のみ5,000円の税額控除が受けられる。
②医療費の領収書や源泉徴収票等の添付が
不要。（申告期限から３年間は添付書類の
提出または提示を求められることがありま
す）
③還付申告の場合の還付処理が（３週間程
度）短縮される。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧く
ださい。

e-Tax オンラインで申告・納税

申
告
書

藤沢税務署周辺図

早
め
に
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る
人
は
除
く
）

●
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
給

与
だ
け
で
、
勤
務
先
が
町
長
あ

て
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し

て
い
る
人

所
得
税
確
定
申
告
も
受
け
付
け

ま
す

と
き　

二
月
十
八
日
（
月
）
〜

三
月
十
七
日
（
月
）
午
前
九

時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

所
得
税
確
定
申
告
、
町
・
県
民

税
申
告
時
の
お
願
い

●
営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は
、

決
算
書
や
収
支
内
訳
書
を
必
ず

前
も
っ
て
作
成
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

医
療
費
の
合
計
金
額
を
前
も
っ

て
計
算
し
、
内
訳
書
を
作
成
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
土
地
や
株
式
等
の
譲
渡
所
得

が
あ
り
、
分
離
課
税
の
申
告
を

す
る
人
は
税
務
署
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
７
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

　

町
・
県
民
税
の
申
告
も
、
二

月
十
八
日
（
月
）
か
ら
自
書

申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

職
員
が
申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。

　

申
告
書
は
平
成
二
十
年
度
の

町
・
県
民
税
の
税
額
を
決
定
す

る
資
料
と
な
る
ほ
か
、
国
民
健

康
保
険
料
、
幼
稚
園
等
の
就
園

奨
励
補
助
の
算
定
、
児
童
手
当

な
ど
の
各
種
給
付
資
料
に
も
な

り
ま
す
。
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き　

二
月
十
八
日
（
月
）
〜

三
月
十
七
日
（
月
）
午
前
九

時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
四
時

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場
東
分
庁
舎

※
二
月
十
五
日
（
金
）
以
前
に

町
・
県
民
税
の
申
告
を
す
る
人

は
、
税
務
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
二
十
年
一
月
一
日
現
在
、

町
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

●
平
成
十
九
年
一
月
〜
十
二
月

に
所
得
が
あ
る
人

●
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら

町
長
あ
て
に
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
な
い
人

●
平
成
十
九
年
中
に
会
社
な
ど

を
退
職
し
た
人

●
年
金
や
恩
給
を
受
給
し
、
家

族
の
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
人

●
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

人
（
所
得
税
確
定
申
告
が
不
要

な
給
与
所
得
以
外
の
二
十
万
円

以
下
の
所
得
も
対
象
で
す
）

●
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

け
た
人

●
町・県
民
税
の
み
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
た
い
人

●
前
年
中
の
所
得
は
な
い
が
、

家
族
の
扶
養
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
人

申
告
が
不
要
な
人

●
平
成
十
九
年
分
の
確
定
申
告

を
し
た
人

●
平
成
十
九
年
中
の
所
得
が
公

的
年
金
等
だ
け
で
、
そ
の
支
払

者
が
町
長
あ
て
に
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る

人
（
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ

て
い
る
人
、
社
会
保
険
料
な
ど

の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

家
屋
の
取
り
壊
し
手
続
き
等

　

平
成
十
九
年
中
に
家
屋
を
取

り
壊
し
、
届
け
出
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
一
月
三
十
一
日

（
木
）
ま
で
に
印
鑑
を
持
っ
て

税
務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
未
登
記
家
屋
を
持
っ
て
い

て
、
平
成
十
九
年
中
に
相
続
等

で
所
有
者
の
変
更
が
あ
っ
た
人

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
家
屋
の
新
築
や
増
築
を

し
、ま
だ
そ
の
評
価
を
受
け
て
い

な
い
人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告

　

商
店
や
工
場
、
企
業
な
ど
で

償
却
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
一

月
三
十
一
日
（
木
）
ま
で
に
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
は
十
二
月
中
に
発
送

し
て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
な

い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産　

会
社
や
個
人
で
工

場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
人
が
、
そ
の
事
業
を
行
う
た

め
に
使
用
し
て
い
る
機
械
・
器

具
・
備
品
等
を
い
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
も
の　

構
築
物

（
舗
装
工
事
、
移
動
可
能
な
物

置
な
ど
）
や
機
械
お
よ
び
装
置

（
旋
盤
、
ポ
ン
プ
、
動
力
配
線

設
備
な
ど
）
、
船
舶
・
航
空
機
、

車
両
お
よ
び
運
搬
具
（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
等
の
大
型
特
殊
自
動

車
な
ど
）
、
工
具
・
器
具
・
備

品
（
測
定
工
具
、
切
削
工
具
、

机
、
い
す
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
）

で
す
。

対
象
外
の
も
の　

①
耐
用
年
数

一
年
未
満
の
資
産
②
取
得
価

格
が
十
万
円
未
満
の
資
産
で
法

人
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
一
時

に
損
金
算
入
し
た
も
の
（
少

額
償
却
資
産
）
③
取
得
価
格
が

二
十
万
円
未
満
の
資
産
で
法
人

税
法
等
の
規
定
に
よ
り
三
年
以

内
に
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る

も
の
（
一
括
償
却
資
産
）
④
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

対
象
と
な
る
も
の

※
②
、
③
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

個
別
の
資
産
ご
と
の
耐
用
年
数

に
よ
り
通
常
の
減
価
償
却
し
て

い
る
も
の
は
、
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

税
務
課

内
線
４
１
５
資
産

税
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

固
定
資
産
税
の
申
告
も
し
て
く
だ
さ
い

町
・
県
民
税
の

申
告　
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所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
人

　

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
（
図
１
参
照
）

　

平
成
十
八
年
末
ま
で
に
入
居

し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
を
受
け
て
い
る
人
で
、
所
得

税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の

住
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
二
十
八
年
度
ま
で
の
制
度
で
、

毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
期
限　

三
月
十
七
日（
月
）

ま
で
（
毎
年
三
月
十
五
日
前
後

が
期
限
で
す
）

※
申
告
書
の
用
紙
は
一
月
四
日

（
金
）
か
ら
税
務
課
で
配
布
し

ま
す
。

提
出
先　

一
月
一
日
現
在
居
住

の
市
町
村

申
告
方
法

●
収
入
が
給
与
の

み
で
、
年
末
調

整
が
済
ん
で
い

て
、
確
定
申
告
を

し
な
い
人
は
控
除

申
告
書
に
源
泉
徴

収
票
（
原
本
）
を

添
付
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
源

泉
徴
収
票
の
摘
要

欄
に
「
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
可

能
額
」
に
数
字
が

入
っ
て
い
る
人
が

対
象
で
す
が
、
詳

し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
人
は
、

確
定
申
告
書
と
一

緒
に
控
除
申
告
書

を
税
務
署
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
に
所

得
が
減
っ
て
所
得

税
が
課
税
さ
れ
な

い
人

　

税
源
移
譲
に
伴

う
、
税
率
変
更
に

よ
る
所
得
税
負
担

の
軽
減
影
響
を
受

け
ず
、
住
民
税
負

担
の
増
加
影
響

の
み
を
受
け
る
人

に
つ
い
て
は
、
既

に
納
付
済
の
平
成

十
九
年
度
住
民
税

額
の
う
ち
、
税
源

移
譲
に
よ
り
増
額

と
な
っ
た
住
民
税

相
当
額
が
還
付
さ

れ
ま
す
。
（
図
２

参
照
）

　

こ
の
住
民
税
還
付
を
受
け
る

た
め
に
は
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
忘
れ

ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

七
月
一日（
火
）〜

三
十
一
日
（
木
）

提
出
先　

平
成
十
九
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
た
市
町
村

※
平
成
十
九
年
度
お
よ
び
二
十

年
度
と
も
寒
川
町
に
納
税
義
務

が
あ
り
、
該
当
す
る
人
に
は
六

月
末
に
申
告
書
を
直
接
送
付
す

る
予
定
で
す
。

税
務
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
４
１
７
町
民
税
担
当
FAX

（
７
４
）
１
３
８
５

税
制
改
正
で
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　

は　
　

し
て
く
だ
さ
い

図１

図２

対
象
と
な
る
人

申
告
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注
意

●
医
療
費
控
除
に
は
必
ず
領
収

書
が
必
要
で
す
。

●
在
宅
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
を
申
告
す
る
場
合
、

必
要
と
な
る
領
収
書
に
、
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を

作
成
し
た
事
業
所
名
と
、
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
る
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

●
身
体
障
害
者
手
帳
を
申
請
し

て
い
な
い
人
、
交
付
さ
れ
て
い

て
も
見
直
し
を
行
っ
て
い
な
い

た
め
級
が
低
い
人
で
も
特
別
障

害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
お
よ
び
二
年
目
以
降
の

「
お
む
つ
代
医
療
費
控
除
に
使

用
す
る
確
認
書
」
は
高
齢
介
護

課
で
発
行
し
ま
す
。
必
要
な
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
発
行
に
あ
た
り
確
認
に
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。高

齢
介
護
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
５
１
介
護
保

険
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

も

確
定
申
告
の
時
の
医
療
費

と
な
り
ま
す

　

所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
申
告
の
控
除
対
象
に
医
療
費
控
除
が
あ

り
ま
す
。
医
療
費
控
除
は
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
だ
け
で
は

な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
や
お
む
つ
代
も
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の
中
に
は
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
左
や
下
の
表
で
該
当
す
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
九
年
中
に
負
担
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
や
、
お
む
つ
代
は
医
療
費
と
し
て
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

障
害
者
控
除
・
特
別
障
害
者
控
除

︵
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
対
象
︶

医
療
費
控
除

おむつ代

介護サービス利用料 介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

控
除
対
象
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平
成
十
九
年
中
に
納
め
た
国

民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
金
額
は
社
会

保
険
料
控
除
で
き
ま
す
。
納
付

済
金
額
等
は
納
付
済
確
認
書
等

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
民
健
康
保
険
料
】

　

確
定
申
告
用
納
付
済
確
認
書

は
一
月
中
旬
ま
で
に
世
帯
主
あ

て
郵
送
し
ま
す
。

保
険
年
金
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
２
４
国
保
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

【
介
護
保
険
料
】

　

納
付
書
か
口
座
振
替
で
納
め

た
人
に
は
介
護
保
険
料
納
付
済

確
認
書
を
一
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

　

年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
年
金
保
険
者
か
ら
送
付

さ
れ
る
源
泉
徴
収
票
に
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
３

介
護
保
険
担
当
FAX
（
７
４
）

５
６
１
３

【
国
民
年
金
保
険
料
】

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
す
る
場
合
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
等
の
添
付
が
必
要
で

す
。
控
除
証
明
書
は
、
十
月
一

日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
分

は
十
一
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁

か
ら
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
領
収
書
を
添
付
す
る

か
、
控
除
証
明
書
再
発
行
の
相

談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

十
月
二
日
以
降
に
初
め
て
納

付
さ
れ
た
場
合
の
み
社
会
保
険

隣
近
所
の
ご
み
事
情

資
源
ご
み

45

分
別
を
し
っ
か
り
守
っ
て
再
資
源
化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ル
、
衣
類
↓
紙
・
ボ
ロ
類
に

出
し
て
く
だ
さ
い
●
食
用
油
、

シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
の
容

器
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）
↓
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

出
し
て
く
だ
さ
い

お
願
い

●
び
ん
、
カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
異
物
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
●
び
ん
は
割
ら
ず
、

カ
ン
は
つ
ぶ
さ
ず
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
●
置
き
場
に
あ
る

回
収
用
の
ネ
ッ
ト
、
コ
ン
テ

ナ
は
絶
対
に
持
ち
帰
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
●
ス
プ
レ
ー
カ

ン
等
は
使
い
切
り
、
必
ず
穴

を
開
け
、
中
の
ガ
ス
を
抜
い

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
●

置
き
場
ま
で
ご
み
を
入
れ
て

き
た
袋
等
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

環
境
課

（
７
４
）
１
１

１
１
内
線
４
２
４
生
活
美
化

担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

資
源
ご
み
の
対
象

●
ガ
ラ
ス
類　

飲
料
等
の
ガ

ラ
ス
び
ん
、
ガ
ラ
ス
製
コ
ッ

プ
、
板
ガ
ラ
ス
等
●
金
属
類

各
種
カ
ン
類
、
な
べ
、
釜
、

や
か
ん
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
、
自

転
車
等
●
天
ぷ
ら
油　

植
物

性
油
の
み
（
動
物
性
油
は
混

ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
）
●
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル　

左
の
表
示
マ
ー

ク
の
あ
る
、

飲
料
、
し
ょ

う
ゆ
、
み
り

ん
等
の
容
器

よ
く
間
違
え
ら
れ
る
例

●
皿
・
茶
わ
ん
な
ど
の
陶
磁

器
、
蛍
光
灯
・
電
球
、
家
電
製

品
↓
不
燃
ご
み
に
出
し
て

く
だ
さ
い
（
冷
蔵
庫
、
冷
凍

庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア

コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
は
町
で
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
）
●
じ
ゅ

う
た
ん
、
座
布
団
、
毛
布
↓

可
燃
粗
大
ご
み
に
出
し
て
く

だ
さ
い
●
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

　

確
定
申
告
や
町
・
県
民
税
申
告
の
社
会
保
険
料
控
除
に
使
用
す
る
、
納
付
済
金
額
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
。

　

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
は
各
事
務
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
が
、
二
月
上
旬
に
社
会

保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
や
紛
失
し
た
場
合

は
「
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
」

０
５
７
０
（
０
０
）

９
９
１
１
（
開
設
時
期　

三
月

十
四
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。
三

月
十
五
日
以
降
は
藤
沢
社
会
保

険
事
務
所
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

藤
沢
社
会
保
険
事
務
所

０
４
６
６
（
５
０
）
２
４
９
４

国
民
年
金
課
FAX
０
４
６
６

（
５
０
）
１
２
２
０

社
会
保
険
料
控
除
用
の
納
付
済
金
額
の
お
知
ら
せ
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新
し
い　
　
　
　
　
　
　
　

が
決
ま
り
ま
し
た

地
域
福
祉
の
相
談
を
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、
ま
た
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
六
十
八
人
の
民
生
委

員
児
童
委
員（
う
ち
五
人
は
主
任

児
童
委
員
）が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
十
二
月
一
日
か
ら
三

年
間
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
主
な
仕
事

●
地
域
住
民
が
抱
え
る
福
祉
に

関
連
す
る
問
題
の
相
談

●
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供

●
行
政
や
各
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

●
担
当
区
域
の
住
民
の
福
祉
需

要
等
の
実
態
調
査

主
任
児
童
委
員
の
主
な
仕
事

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
主
な

仕
事
に
加
え
、
特
に
子
育
て
や

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
の
専

門
的
な
活
動

※
住
所
地
に
よ
り
、
担
当
民
生

委
員
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課

（
７
４
）
１
１
１

１
内
線
１
３
１
福
祉
総
務
担
当

FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

　

町
で
は
、
子
ど
も
が
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う
医
療
費

の
う
ち
、
保
険
診
療
分
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
で
乳
医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
、

小
学
校
入
学
以
降
中
学
卒
業
ま
で
の
子

ど
も
が
入
院
し
た
場
合
は
一
度
全
額

を
負
担
し
、
後
日
子
育
て
支
援
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
歳
児
以
上
の
子
ど
も
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
１
４
３
子
育
て
支
援
担

当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

お
子
さ
ん
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

助成範囲

０歳児 １歳児～
就学前　

～中学
　校卒

入　院 ◎ ○ ○
通　院 ◎ ○ ×
（例）◎は所得制限なし
　　　○は所得制限あり
　　　×は助成なし

寒川町民生委員児童委員一覧
氏　　名 電話番号 担当地区

舛 水 勝 壽 （75）0383 田端佐 藤 武 雄 （75）2532
市 本 益 子 （75）6286

大曲熊 谷 靖 子 （74）1635
石 塚 美 智 子 （74）2193
入 澤 司 郎 （75）3636 中瀬・一之宮
三 留 み ち 子 （75）7234 中瀬
秋 山 日 出 子 （75）6279 中瀬・一之宮
金 子 由 利 子 （74）0805

一之宮

松 井 　 正 （74）6746
古 尾 谷 久 枝 （75）2206
金 子 一 茂 （75）3519
大 島 き よ 子 （75）1862
山 本 加 代 子 （73）0597
天 利 幸 一 （75）0068
熊 澤 　 綠 （74）5730
柏 木 厚 子 （74）3885
中 嶋 克 明 （74）1474
横 溝 吉 香 （27）7907
入 澤 　 章 （75）0007
入 澤 喜 美 子 （75）5460
加 藤 由 美 子 （74）1192
小 西 悦 子 （75）8809
木 村 敏 江 （75）1020

岡田

北 野 由 美 子 （75）5726
石 丸 節 子 （74）6225
井 上 　 清 （75）0979
小 澤 得 津 喜 （75）0123
三 留 当 美 代 （74）4468
高 橋 輪 加 子 （73）1626
竹 内 孝 子 （74）1940
古 川 文 男 （75）1760
藤 井 喜 代 治 090（3406）9818
池 田 豊 松 （75）2978
奥 田 照 男 （75）5411
安 藤 正 夫 （73）1069
金 子 　 明 （74）8492 岡田・宮山
大 川 宮 生 （75）0776

宮山

中 川 幸 子 （75）0371
鈴 木 喜 滿 代 （74）0696
森 井 順 子 （27）3875
野 本 重 明 （74）1717
青 木 澄 雄 （75）3285
入 村 一 夫 （75）5680
金 子 敏 彦 （75）2966
佐 藤 信 江 （73）5847
菊 地 吏 恵 子 （74）8918 大蔵
三 澤 　 浩 （75）4181

小谷關 口 靜 江 （75）7153
岡 本 よ し の （75）6582
濱 田 壽 子 （75）3218
柴 田 米 子 （75）7497 小動齋 藤 　 勇 （75）5416
亀 山 文 子 （75）1583

倉見

中 澤 章 吉 （75）2223
能 條 弘 子 （75）0036
吉 川 京 子 （75）4805
藤 澤 チ ヨ 子 （74）3387
中 丸 ト メ 子 （75）3306
土 屋 ト ミ 子 （75）6913
山 口 幸 子 （75）4987
鈴 木 光 代 （75）0529
梅 澤 久 美 子 （75）0717
木 村 章 惠 （75）0034 南小学校区
庭 野 珠 樹 （74）0092 一之宮小学校区
前 田 久 子 （74）2297 寒川小学校区
関 根 ま り 子 （75）6587 小谷小学校区
天 野 晴 美 （75）8376 旭小学校区

※は主任児童委員

※
※
※
※
※

民
生
委
員
児
童
委
員
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町
で
は
、
家
庭
菜
園
を
設
置

し
、
希
望
者
へ
抽
選
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
の
利

用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

利
用
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成

二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

※
利
用
者
の
要
望
か
ら
、
利
用

期
間
を
今
ま
で
の
一
年
十
一
カ

月
か
ら
二
年
九
カ
月
に
延
長
し

ま
し
た
。

募
集
区
画
数　

二
百
六
十
一
区

画
（
予
定
）

区
画
面
積　

一
区
画
約
十
六
平

方
メ
ー
ト
ル

対
象　

町
内
在
住
の
人　

一
世

帯
に
つ
き
一
区
画

申
し
込
み
方
法　

一
月
二
十
三

日
（
水
）
ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
側
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
菜
園
名
と
記

号
（
Ａ
〜
Ｅ
）
を
、
返
信
側
の

表
面
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

を
記
入
し
て
、
〒
２
５
３
＝

０
１
９
６
寒
川
町
役
場
産
業
振

興
課
へ
郵
送
で
（
締
め
切
り
日

必
着
）

※
返
信
側
裏
面
に
抽
選
会
の
日

時
、
場
所
、
抽
選
番
号
を
表
示

し
て
返
信
し
ま
す
。

注
意

●
一
之
宮
第
２
家
庭
菜
園
は
閉

園
し
ま
す
。

●
今
回
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

抽
選
を
行
う
た
め
、
抽
選
会
へ

の
出
席
は
必
須
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
各
菜
園
に
水
道
、
ご
み
捨
て

場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
車
で

の
来
園
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
現
在
利
用
し
て
い
る
区
画
は
、

抽
選
の
当
否
に
か
か
わ
ら
ず
一

旦
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
当
選
し
て
も
、
今
ま
で
使
用

し
て
い
た
区
画
が
利
用
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

産
業
振
興
課

（
７
４
）
１

１
１
１
内
線
２
８
２
農
政
担
当

FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

　
　
　
　

利
用
者
募
集

往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

　

十
一
月
十
七
日
〜
十
八
日
に
寒
川
総
合
体
育
館
で
農
産
物
品
評

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
の
夏
は
猛
暑
続
き
で
生
育
等

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
た
く
ま
し
く
育
っ
た
野
菜
、
花
、
加
工

食
品
な
ど
四
百
四
十
四
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

優
等
賞
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。
（
順
不
同　

敬
称
略
）

　

ダ
イ
コ
ン　

栗
田
康
恵
（
大
蔵
）
、
ホ
ウ
レ
ン
草　

三
澤
千
代

（
小
谷
）
、
コ
マ
ツ
ナ　

大
柳
忠
男
（
田
端
）
、
キ
ャ
ベ
ツ　

小

島
信
男
（
小
谷
）
、
サ
ト
イ
モ　

井
上
健
一
（
倉
見
）
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン　

金
子
誠
（
宮
山
）
、
ス
イ
ー
ト
ピ
ー　

北
村
邦
隆

（
宮
山
）
、
シ
ン
ビ
ジ
ウ
ム　

井
出
一
浩
（
宮
山
）
、
ス
モ
モ

ジ
ャ
ム　

佐
藤
百
合
（
小
動
）
、
粕
漬
け　

吉
田
花
子
（
宮
山
）

今

年

も

で

き

ま

し

た

ホ
ウ
レ
ン
草
の
生
育
状
況
を
見
る

県
農
業
試
験
セ
ン
タ
ー
職
員

一之宮公園

一之宮小

寒川中

A　岡田家庭菜園　72区画

C　倉見家庭菜園　27区画

B　小谷家庭菜園　80区画（予定）

Ｄ　一之宮第３家庭菜園　58区画
Ｅ　一之宮第４家庭菜園　24区画

相模線トヨタ

トヨタ

←寒川小

寒川駅 小谷
交差点

もらーる セブン
イレブン

倉見南町
交差点

キリン
ビバレッジ

旭小学校

家
庭
菜
園
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を
支
え
ま
す

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

　

町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）

や
そ
の
家
族
に
、
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
で
自
立
と
認
定
さ

れ
た
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
の
人
の
家
事
援
助

費
用　
一時
間
あ
た
り
二
百
十
円

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館
、

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

介
護
保
険
で
自
立
と
認
定
さ

れ
た
人
に
、
閉
じ
こ
も
り
防
止

や
健
康
維
持
の
た
め
の
講
座
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
実
施

費
用　

一
回
四
百

五
十
円

※
別
途
料
金
と
し

て
昼
食
二
百
五
十

円
、
送
迎
片
道

五
十
円

●
寝
具
乾
燥
丸
洗

い
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
乾
燥
等
が

で
き
な
い
寝
た
き

り
か
一
人
暮
ら
し

の
人
、
重
度
障
害

の
あ
る
人
が
使
っ

て
い
る
布
団
の
乾

燥
、
丸
洗
い

費
用　

一
回
あ
た
り
乾
燥

は
百
六
十
円
、
丸
洗
い
は

三
百
六
十
円

●
給
食
サ
ー
ビ
ス

　

食
事
の
支
度
が
困
難
な
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
人
へ

昼
食
の
提
供

費
用　

一
食
四
百
円

※
む
す
び
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
）
か
ら
の
提
供
は
二
百
円

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　

一
人
暮
ら
し
で
慢
性
疾
患
の

あ
る
人
の
安
否
を
確
認
す
る
機

械
の
設
置

費
用　

五
千
二
百
五
十
円
（
設

置
費
）
、
通
話
料

●
ご
み
の
訪
問
収
集

　

寝
た
き
り
高
齢
者
の
い
る
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢

者
世
帯
で
指
定
収
集
場
所
へ
の

ご
み
出
し
が
常
時
困
難
な
世
帯

の
戸
別
訪
問
収
集

収
集
回
数　

町
で
収
集
で
き
る

ご
み
で
、
可
燃
ご
み
は
週
二
回

以
内
。
可
燃
粗
大
、
不
燃
、
資

源
ご
み
、
紙
ボ
ロ
類
は
月
一
回
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は

月
二
回
以
内

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

介
護
保
険
で
自
立
ま
た
は
要

支
援
か
、
一
人
暮
ら
し
の
人
へ

の
日
常
生
活
用
具
の
給
付

費
用　

所
得
に
応
じ
て

●
介
護
教
室

　

介
護
者
等
の
介
護
技
術
の
習

得
の
た
め
の
教
室

費
用　

教
材
費
等
実
費

●
紙
お
む
つ
代
の
助
成

　

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
の

た
め
、
常
時
紙
お
む
つ
が
必

要
な
高
齢
者
の
紙
お
む
つ
代
を
、

介
護
し
て
い
る
家
族
に
助
成

助
成
額　

①
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
生
計
中
心
者
の
町
民
税

額
が
三
十
万
円
以
下
の
世
帯　

購
入
費
用
の
二
分
の
一
（
月
額

一
人
五
千
円
を
限
度
）
②
介
護

認
定
で
要
介
護
４
ま
た
は
５
の

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
生
計

中
心
者
の
町
民
税
額
が
非
課
税

の
世
帯　

年
額
一
人
七
万
五
千

円
を
限
度

●
住
宅
改
修
相
談

　

高
齢
者
、障
害
者
の
住
宅
相
談

●
徘は
い

徊か
い

高
齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　

認
知
症
等
で
行
方
不
明
に
な

る
可
能
性
の
あ
る
人
を
捜
索
す

る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

登
録

　

各
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
介
護
課

（
７
４
）

１
１
１
１
内
線
１
５
６
高
齢
福

祉
担
当
内
線
１
５
３
介
護
保
険

担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

デイサービスでレクリエーションを楽しむ参加者

緊急通報システムの電話機本体（左）
とペンダント型の通報ブザー（右）

高
齢
者
の
暮
ら
し
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笑
顔
が
い
っ
ぱ
い

　

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
（
吉
田

光
志
会
長
）と
町
立
旭
小
学
校（
阪

岡
晋
吉
校
長
）
四
年
生
が
Ｅ
Ｍ
菌

入
り
泥
団
子
を
作
り
目
久
尻
川
に

そ
の
泥
団
子
を
投
入
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｍ
は
有
用
微
生
物
群
の
こ
と

で
、
一
般
的
に
悪
臭
や
水
質
汚
染
な
ど
の

環
境
悪
化
の
原
因
の
多
く
は
腐
敗
型
の
微

生
物
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
腐
敗
す
る
前
に
有
用
な
微
生
物
を
定

着
さ
せ
、
そ
の
微
生
物
の
力
で
川
の
水
を

浄
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

十
月
二
十
九
日
に
こ
の
Ｅ
Ｍ
菌
が
入
っ

た
泥
団
子
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に

は
黒
い
色
で
水
分
を
含
ん
で
い
た
団
子

は
陰
干
し
し
て
熟
成
さ
せ
る
と
表
面
が

白
く
な
り
カ
チ
カ
チ
に
。
こ
の
変
化
に

児
童
も
び
っ
く
り
。
に
お
い
も
な
い
こ

の
団
子
を
十
一
月
十
九
日
に
目
久
尻
川

に
投
入
し
ま
し
た
。
投
入
し
た
団
子
は

川
底
に
沈
み
ゆ
っ
く
り
溶
け
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
エ
コ
ネ
ッ
ト
が
定

期
的
に
目
久
尻
川
の
水
質
を
検

査
し
、
そ
の
結
果
や
変
化
の
様

子
を
児
童
に
報
告
す
る
そ
う
で

す
。

　

十
一
月
二
十
七
日
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で

旭
保
育
園
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
と
の

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
が
園
児
と
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
や
も
ち
つ
き
な
ど
で
交
流
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
逆
に
園
児
が
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
。
園
の
発
表
会
で
行
っ
た
演
奏
と
歌
を
園

児
が
披
露
し
て
、
ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
は
「
子
ど
も
と
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
少

な
い
の
で
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

園
児
は
お
返
し
に
も
ら
っ
た
竹
ト
ン
ボ
と
小
鳥
笛

で
遊
び
「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
遊
び
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
五
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、 

県
東
海
道
新
幹
線
新
駅
設
置
促
進
期
成
同
盟
会
主
催

の
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
の
駒
井
正
晶
教
授
が
行
っ
た
基
調

講
演
で
は
、
県
が
発
表
し
た
新
幹
線
新
駅
設
置
に
伴

う
経
済
効
果
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
触
れ
「
経
済
効

果
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
出
て
く
る
。
ま
た

十
分
現
れ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
」
な
ど
の
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
松
沢
県
知
事
も
参
加
し
て
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
パ

ネ
リ
ス
ト
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

新
幹
線
新
駅
と
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

エコネットのメンバーと泥団子を作る児童
（上）できあがったＥＭ菌泥団子（左）

参
加
者
か
ら
質
問
の
時
間
が
も
っ

と
欲
し
い
、と
の
声
も
あ
り
ま
し
た

じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
負
け
た
ら
勝
っ
た

人
の
後
ろ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
。
最
後
は
長
い
列
車
が
で
き

ま
し
た

思い切り泥団子を投げる児童たち（上）真っ白にな
った泥団子（右上）、川底に沈むＥＭ菌泥団子（右下）

目久尻川きれいにな〜れ
1000個のＥＭ菌泥団子の作成と投入
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わ
た
し
た
ち
は
情
熱
と
哀
愁
の
フ
ラ
メ
ン
コ
を
楽
し
ん

で
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
結
成
か
ら
八
年
た
ち
、
入
門
、
初
級
、
中
級

の
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
練
習
し
て
い

ま
す
。

　

月
に
三
回
土
曜
日
の
午
後
、
寒
川
町
公
民
館
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
メ
ン
コ
は
リ
ズ
ム
が
難
し
い
の
で
慣
れ
る
ま
で
は

大
変
で
す
が
、
練
習
を
積
み
重
ね
て
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。

　

毎
年
、
二
月
ご
ろ
に
行
わ
れ
る
公
民
館
ま
つ
り
で
の
出

演
を
目
標
に
一
年
か
け
て
一
曲
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
中
で

も
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
帽
子
、
扇
子
を
使
っ
て
踊
る
明
る
い

曲
は
重
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
繰
り
返
し
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

楽
し
く
踊
り
な
が
ら
親し
ん

睦ぼ
く

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
の
で
、
フ
ラ
メ
ン
コ
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大
塚 

０
４
５
（
８
１
３
）
５
４
６
７

フラメンコサークル

フラメンコサムカワ

明るいメンバーで楽しく踊っています

　

町
立
一
之
宮
小
学
校
（
大
澤

文
雄
校
長
）
の
五
年
生
が
十
一

月
十
四
日
、
竹
筒
で
ご
飯
を
炊

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
郷
土
研
究
会
の
人

た
ち
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
火
起
こ
し
か
ら
行
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
火
の
調
節
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、
ふ
っ
く
ら
と

炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
は
と
て
も

お
い
し
そ
う
で
し
た
。

竹
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊
き
ま
し
た

高
齢
者
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
て

班ごとに協力して炊きあげました

　

町
内
で
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
特
に
事
故
の
多
い
中
瀬
で
警
察

官
が
戸
別
訪
問
を
行
い
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。

訪
問
先
で
警
察
官
は

「
交
通
事
故
は
ち
ょ
っ

と
注
意
す
れ
ば
防
げ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
自

転
車
に
乗
る
と
き
は
特

に
注
意
し
て
欲
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

地域で事故を減らしましょう

　

ご
飯
を
食
べ
た
児
童
た
ち
は

「
竹
の
に
お
い
が
つ
い
て
い
て
、

普
段
食
べ
る
ご
飯
よ
り
も
お
い

し
い
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
五
年
生
の
総
合
学

習
の
一
環
で
竹
を
題
材
と
し

て
い
て
、
竹
ば
し
を
作
っ
た
り
、

竹
コ
ッ
プ
を
作
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
三
学
期
に
は
竹
炭
を
作

る
そ
う
で
す
。

寒
川
産
シ
ク
ラ
メ
ン
が
金
賞
一
席
に

　

十
一
月
三
十
日
に
そ
ご
う
横
浜
店
で
県
花
き
展

シ
ク
ラ
メ
ン
の
部
の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

百
三
十
点
の
作
品
の
中
か
ら
谷
澤
農
園
（
宮
山
）

の
リ
ッ
プ
ス
レ
ッ
ド
が
金
賞
一
席
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
同
農
園
の
谷
澤
貴
正
さ
ん
は
「
シ
ク
ラ
メ
ン

は
水
や
り
の
加
減
が
大
事
で
一
年
中
気
が
抜
け
ま

せ
ん
」
と
苦
労
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寒
川
の
シ
ク
ラ

メ
ン
は
主
に
毎
年

十
一
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
農
家

で
直
接
購
入
で
き

る
そ
う
で
す
。

受賞したものと同種のシク
ラメンと谷澤さん（受賞作品
は会場で即売されました）
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一
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま
で

の
二
ヶ
月
間
、
「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全
国
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
は
風
邪
な
ど
で
体
調
を
崩
す
人
が
多

い
こ
と
も
あ
り
、
献
血
を
す
る
人
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
安
全
な
血
液
製
剤
を
安
定
的

に
確
保
す
る
た
め
に
、
一
月
に
成
人
式

を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心

に
広
く
献
血
に
協
力
し
て
も
ら
お
う
と

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
患
者
の
尊
い
生
命
を
救
う
た

め
、
十
六
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
健

康
な
人
に
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
献
血
の
流
れ
〉

①
献
血
で
き
る
状
態
か
ど
う
か
確
認
す
る

　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば
、
献
血
に
よ
る

体
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
体
調
を
崩
し
て
い
た
り
、
健

康
状
態
の
良
く
な
い
時
に
献
血
を
す
る

と
健
康
を
損
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

献
血
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
身
長
や

体
重
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
献
血
を
受
け
る
患
者
の
安
全
確

保
の
た
め
の
条
件
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
献
血
す
る

　

献
血
に
は
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
、

二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
、
成
分
献
血

の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

献
血
前
に
は
、
問
診
票
、
血
液
比
重

測
定
、
血
液
型
事
前
判
定
に
よ
り
健
康

状
態
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。
体
調
が
す

ぐ
れ
な
い
人
、
以
前
に
特
定
の
疾
患
に

か
か
っ
た
人
、
患
者
に
と
っ
て
望
ま
し

く
な
い
要
因
を
持
っ
て
い
る
人
な
ど
は

献
血
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

採
血
に
か
か
る
時
間
は
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、十
五
分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

〈
町
内
で
も
献
血
が
で
き
ま
す
〉

　

町
で
は
寒
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、町

赤
十
字
奉
仕
団
と
協
力
し
、年
三
回
、役

場
正
面
玄
関
前
で
献
血
を
行
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
広
報
さ
む
か
わ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

健
康
課

内
線
１
６
２
予
防
担
当
FAX

（
７
４
）
５
６
１
３

　家族との絆・思いやり
　皆さんあけましておめでとうございます。
本年も良き年でありますよう心からお祈り
申し上げます。
　さて、防犯指南とは少し外れる感じがあるかもしれま
せんが、昨年のニュースを振り返ると親族間によるむご
たらしい事件が大変多く、社会的にも深刻な問題だと考
えています。寒川でも大きな事件こそありませんが、宮
山交番だより９月号に「夫婦・親子げんか」による警察
官の緊急出動が21回あったという記事がありました。
　夫婦げんかは犬も食わないという諺

ことわざ

がありますが、ト
ラブルを解決しないまま時を刻み続けることによって成
長過程にある子どもたちに悪影響を与え、やがては兄弟
げんか、親子げんかとなることが心配されます。
　人は皆、苦しみや悲しみなどを抱えているものです。
相手の気持ちや立場に立って考え、ともに苦しんだり悲
しんだりしてあげることが思いやりではないでしょうか。
今ここで、家族との絆をさらに強めお互いが思いやりの
ある心をもつことが大切であると思います。
防災安全課 内線２５１FAX（７４）９１４１

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

譲ります
▶犬用ゲージ（室内用）▶２段ベッド（木製・茶
色）▶短波ラジオ（SONY製）▶CDプレーヤー
（英語教材つき）▶スタッドレスタイヤ（ブリヂ
ストン・195-65R14、８分山）

求めます
▶倉見幼稚園男児制服（120㎝）▶ホットカー
ペット（２～３畳）▶石油ファンヒーター▶倉見
幼稚園男児制服（110～120㎝）▶物置（金属製）
▶ベビーベッド

【平成19年12月19日現在】
　不用品の登録や斡

あっせん

旋は窓口、電話でお受けします。
町のホームページにも掲載しています。不用品の取
引は当事者同士の直接交渉となります。登録期間は
３カ月です。
町民課 内線172住民協働担当 FAX（74）5613

⑯
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ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と

保
護
者
に
絵
本
を
渡
し
、
絵
本
を
開
く

楽
し
い
体
験
と
心
触
れ
合
う
ひ
と
と
き

を
持
つ
き
っ
か
け
を
作
る
活
動
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
好
き
な
絵
本
は
？

　

赤
ち
ゃ
ん
は
、
一
般
的
に
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
絵
本
を
好
み
ま
す
。

●
は
っ
き
り
と
し
た
色
彩
、線
の
絵
が
あ
る

●
身
近
な
題
材
を
扱
っ
て
い
る

●
擬
音
を
多
く
使
う
な
ど
言
葉
の
リ
ズ

ム
が
楽
し
い

●
絵
本
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
め
で
作
り
が
丈
夫

●
話
が
単
純
で
短
く
繰
り
返
し
が
多
い

　

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
す
。

あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
、
読
ん
で
あ
げ

る
人
が
読
み
や
す
い
も
の
を
選
び
、
赤

ち
ゃ
ん
が
気
に
入
っ
た
絵
本
を
繰
り
返

し
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
の
「
注
目
の
一
冊
」
で
は
、
赤

ち
ゃ
ん
に
好
ま
れ
る
絵
本
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒
に
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
選
ぶ
コ
ツ

　

図
書
館
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
あ

り
ま
す
。
迷
っ
て
し
ま
う
と
き
は
一
階

の
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
「
お
は
な
し

の
へ
や
」
を
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
は
小
型
絵
本
を
集
め
て
お
り
、

赤
ち
ゃ
ん
向
け
の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
靴
を
脱
い
で
利
用
す
る

場
所
な
の
で
、
赤
ち
ゃ
ん
を
ひ
ざ
の
上

に
だ
っ
こ
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
絵

本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

隣
に
は
授
乳
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

思
い
立
っ
た
ら
ス
タ
ー
ト

　

町
で
は
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
七
か
月
児
検
診
の

時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
絵
本
と
の
出

会
い
に
早
す
ぎ
る
、
遅
す
ぎ
る
と
い
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
で
は

子
ど
も
の
成
長
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
に
適
し
た
絵
本
、
児
童
書
を
そ

ろ
え
て
い
ま
す
。
本
に
関
す
る
相
談
は

お
気
軽
に
職
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）

３
６
６
９

http://w
w
w
.lib-arc.

sam
ukawa.kanagawa.Jp

著者　　きたやまようこ
出版社　偕成社

だからこぶたちゃん

注目の一冊

図書館　文書館

赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
寒
川
総
合
図
書
館
へ
！

す
て
き
な
絵
本
と
の
出
会
い
を
お
手
伝
い

　「お父さん・お母さん」から始まり、短い文章でリズム良く赤ち
ゃんに身近なテーマを紹介しています。赤ちゃんに読んであげ
るときは「こぶたの赤ちゃん、かわいいね」などと会話を楽しむ
ことができます。赤ちゃんへの語りかけがしやすい絵本です。

　12月１日から地域の相談役となる民生委員児童
委員が新たに決まりました。全員で何人でしょう。
① 68人
② 78人
③ 18人

　平成18年度決算で町民１人当たりの歳出額は302，571
円です。正解は③でした。
　正解者の中から抽選で次の人に記念品をお送りします。
高橋賞子さん（倉見）／山本睦子さん（大曲）／近藤幸子
さん（一之宮）
　ご応募ありがとうございました。

　　　　　　　はがきに１月号の答えを書いて１月15日
（火）までに〒253－0196寒川町役場広報情報課クイズさ
むかわ係へお送りください。

3,168人 105.6人/日
（前月比 １人 / 日増）

3,663人 122.1人/日
（前月比２人 /日増）

11月の

コミュニティバス

利用状況

テレホンサービス
　行政ミニ情報　 （７４）１０１０
　テレホン童話　 （７４）１０１４
　今月の童話は「だんぶり長者」です。

きらめきさむかわ　（ラジオ）
　レディオ湘南（83.1メガヘルツ）で町の情報を放送して
います。

放送日 毎週月曜日　９：00～９：30

再放送 毎週水曜日　20：30～ 21：00

輝け　さむかわ　（ケーブルテレビ）
　ジェイコム湘南のＪ：ＣＯＭチャンネル（デジタル
112ＣＨ、アナログ２ＣＨ）で、町の紹介をしています。
　今月は「町長・議長　新春インタビュー」です。

放送日 １月14日（月）～26日（土）

８：30～８：45　　12：00～12：15

17：00～17：15　　23：00～23：15

町 の 情 報 ・ 紹 介
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ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

と
き　

２
月
26
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

対
象　

満
６
カ
月
に
な
る
前
日
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者　

20
組
／

先
着
順
（
受
講
は
各
対
象
者
に
つ

き
１
回
ま
で
）

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
促
し
、

ま
た
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
も
な
る

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
オ
リ
ー
ブ
油
を
用

い
て
行
い
ま
す
。

持
ち
物　

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
１
枚
、
お
手
ふ
き
、
服
装
は
ズ

ボ
ン
で

申
し
込
み　

２
月
４
日
（
月
）
か

ら
健
康
課
へ
電
話
か
直
接

健
康
課

内
線
１
６
２
健
康
づ

く
り
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

親
子
で
も
楽
し
め
る
折
り
紙
教
室

　

日
本
の
四
季
を
折
り
紙
で
表
現
し
ま

せ
ん
か
。
４
回
目
は
ひ
な
ま
つ
り
で
す
。

と
き　

１
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

寒
川
町
公
民
館

対
象　

小
学
生
以
上　

20
人
／
先

着
順（
大
人
・
子
ど
も
一
人
で
も
可
）

講
師　

末
光
千
恵
子
さ
ん　

折
り

紙
作
家

※
作
品
は
２
月
16
日
、
17
日
に
行

う
公
民
館
ま
つ
り
で
展
示
予
定
。

費
用　

１
５
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
の
り

申
し
込
み　

１
月
８
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

寒
川
町
公
民
館
（
７
５
）０
０

２
１
寒
川
町
公
民
館
生
涯
学
習
推

進
員
会
議
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

ち
び
っ
こ
絵
画
教
室

　

フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
立
体
的
な

絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

と
き　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

幼
児
〜
小
学
生　

20
人
／

先
着
順

●お問い合わせ先が役場の場合、役場の電話番号は省略してあ
ります。

●申し込みの時間は、特に記載のない場合午前８時30分から午
後５時までです。

●申し込み方法の記載がない場合は原則当日受け付けです。

●役場あて郵便物に個別郵便番号を記載すれば役場の住所はい
りません。

持
ち
物　

水
彩
道
具
一
式

申
し
込
み　

１
月
16
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
教
室

　

身
体
障
害
者
の
人
を
対
象
と
し

た
教
室
で
す
。
初
め
て
の
人
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

１
月
31
日
〜
２
月
28
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
１

時
〜
３
時

と
こ
ろ　

寒
川
総
合
体
育
館

対
象　

町
内
在
住
で
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者

※
次
の
人
は
除
き
ま
す
。

●
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
な
ど
の

内
部
機
能
障
害
の
あ
る
人
●
運
動

器
系
統
に
炎
症
、
関
節
軟
骨
に
損

傷
、
傷
害
部
位
に
痛
み
の
あ
る
人

●
医
師
に
運
動
の
禁
止
や
制
限
を

さ
れ
て
い
る
人

講
師　

町
卓
球
協
会
会
員

持
ち
物　

体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、

卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
、
動
き
や
す
い
服

装
で

申
し
込
み　

１
月
30
日
（
水
）
ま

で
に
福
祉
課
へ
電
話
か
直
接

福
祉
課

内
線
１
３
２
障
害

福
祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
体
を
動
か

す
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
親
子
で
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
１
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

１
歳
６
カ
月
〜
未
就
園
児

と
そ
の
親　

20
組
／
先
着
順

講
師　

リ
ト
ミ
ッ
ク
研
究
セ
ン

タ
ー
認
定
指
導
者

申
し
込
み　

１
月
17
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

美
し
く
年
を
重
ね
る
講
習
会

　

冬
の
肌
の
お
手
入
れ
お
よ
び
化

粧
の
仕
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

１
月
29
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
正
午

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

対
象　

町
内
在
住
か
在
勤
の
人　

20
人
／
先
着
順

講
師　

遠
藤
美
樹
さ
ん　

シ
ニ
ア
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

申
し
込
み　

１
月
12
日
（
土
）
か

ら
同
館
へ
電
話
か
直
接

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５
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高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

と
き
・
内
容　

●
１
月
29
日
（
火
）、

31
日
（
木
）
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

方
法
●
２
月
５
日
（
火
）、
７
日

（
木
）
文
書
作
成
（
ワ
ー
ド
）
●
12

日
（
火
）、
14
日
（
木
）
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
メ
ー
ル
）（
全
６
回
）
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
55
歳
以
上
で

全
日
程
参
加
で
き
る
人　

20
人
／

抽
選

講
師　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

費
用　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

申
し
込
み　

１
月
15
日
（
火
）
ま

で
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

高
齢
者
初
心
者
陶
芸
教
室

　

湯
飲
み
な
ど
の
陶
芸
品
づ
く
り

の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

１
月
30
日
〜
２
月
27
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人
で
全
日
程
参
加
で
き
る
陶
芸
初

心
者　

10
人
／
抽
選

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師　

山
崎
隆
雄
さ
ん　

陶
芸
家

申
し
込
み　

１
月
15
日
（
火
）
ま

で
に
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で

（社）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
７
４
）
７
６
２
２
FAX
（
７
３
）

０
０
３
３

就
職
支
援
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
即
戦
力
と
し
て
働

け
る
技
能
の
習
得
を
め
ざ
し
ま
す
。

〈
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス
〉

と
き　

２
月
６
日
〜
15
日
の
水
、

金
曜
日
（
全
４
回
）
午
前
９
時
〜

正
午

受
講
レ
ベ
ル　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
、
文
字
入
力
が
で
き
る
人

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
、

表
の
作
成
な
ど

費
用　

４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
、
初
日
に
徴
収
）

〈
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス
〉

と
き　

２
月
４
日
〜
15
日
の
月
、

水
、
金
曜
日
（
11
日
は
除
く
、
全
５

回
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

受
講
レ
ベ
ル　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
、
文
字
・
数
字
入
力
が
で
き

　厚生年金や国民年金の加入、納付記録の確認のほ
か50歳以上の人なら年金受給額の試算などができ
ます。
　相談は予約制とさせていただきます。
とき　２月１日（金）午前10時～午後４時（正午～
午後１時は除く）
ところ　寒川総合体育館３階会議室
対象　町内在住の人　45人／先着順
持ち物　年金手帳や被保険者証などの本人確認がで
きるもの（家族の分でも本人以外の記録を確認する
場合は委任状が必要です）
申し込み　１月15日（火）午前９時から保険年金
課へ電話か直接
※定員に満たない場合は、当日でも相談を受けられ
る場合がありますので、ご相談ください。
保険年金課 内線１２３年金担当 FAX（７４）
５６１３

年金出張相談

る
人

内
容　

デ
ー
タ
入
力
・
編
集
、
表

の
作
成
な
ど

費
用　

５
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
、
初
日
に
徴
収
）

※
い
ず
れ
も
初
心
者
に
は
難
し
い

内
容
で
す
。

と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
町
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
在
住
の
65
歳
以
下
で

そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
レ
ベ
ル
を
満
た

し
て
い
る
人　

各
12
人
／
抽
選

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
希

望
の
コ
ー
ス
名
（
１
枚
に
つ
き
１

コ
ー
ス
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、（
返
信
側
表
面
に
申
し
込

み
者
の
住
所
、氏
名
）を
記
入
し
て
、

１
月
23
日（
水
）ま
で
に
産
業
振
興

課
へ
郵
送
（
締
め
切
り
日
必
着
）

産
業
振
興
課

内
線
２
８
５

労
政
担
当
FAX
（
７
４
）
２
８
３
３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
、
快

適
に
活
用
す
る
た
め
の
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
ま
す
。

と
き　

２
月
６
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

県
平
塚
合
同
庁
舎
（
平

塚
市
西
八
幡
１
ノ
３
ノ
１
）

定
員　

60
人
／
申
込
制
・
抽
選

申
し
込
み　

２
月
１
日
（
金
）
ま

で
に
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
県
民
課
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
電
子
申
請
で

湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７
１
１

内
線
２
１
２
３
県
民
課
FAX
０
４
６

３
（
２
３
）
０
５
９
９

https://shinsei-p.e-kanagaw
a.

lg.jp/kouza/kanagaw
a.htm

l

里
親
講
座

　

里
親
制
度
や
児
童
養
護
施
設
に

つ
い
て
体
験
談
な
ど
を
聞
き
な
が

ら
学
習
し
ま
す
。

と
き　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル（
茅
ヶ
崎
市
役
所
分
庁
舎
）

申
し
込
み　

１
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で

※
保
育
あ
り
。
希
望
者
は
申
し
込

み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

県
中
央
児
童
相
談
所

０
４
６

６
（
８
４
）
１
６
０
０
FAX
０
４
６

６
（
８
４
）
２
９
７
０
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次
の
審
議
会
等
の
委
員
に
つ
い

て
各
分
野
に
興
味
の
あ
る
人
、
運

営
に
つ
い
て
積
極
的
に
関
わ
っ
て

み
た
い
人
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
時
点
で
、

町
内
に
１
年
以
上
在
住
か
在
勤
ま

た
は
在
学
の
20
歳
以
上
で
ほ
か
の

審
議
会
等
の
委
員
、
行
政
機
関
の

職
員
ま
た
は
町
議
会
議
員
で
な
い

人
が
対
象
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
各

審
議
会
等
ご
と
に
応
募
資
格
が
あ

り
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
申
込
先
の
担
当
課
、

役
場
ロ
ビ
ー
案
内
、
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
公
民
館
等
、
寒
川

総
合
図
書
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

選
考
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

選
考
委
員
会
で
申
込
書
お
よ
び
小

論
文
に
よ
り
行
い
、
結
果
は
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

　

次
の
審
議
会
の
任
期
は
平
成
20

年
４
月
１
日
か
ら
22
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
協
議
会
委
員

　

町
が
抱
え
る
廃
棄
物
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
、
町
民
相
互
の

協
力
と
廃
棄
物
の
減
量
化
、
資
源

化
な
ど
を
推
進
す
る
組
織
で
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
衛
生
指
導
員
、

衛
生
指
導
員
経
験
者
、
自
治
会
長
、

学
識
経
験
者
な
ど
に
よ
る
15
人
以

内
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
３
回
程
度
の
平
日

昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

謝
礼　

日
額
５
０
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

ご
み
減
量
に
つ

い
て
（
４
０
０
字
程
度
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日（
木
）ま
で
に
環
境
課
へ
直

接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
（
締
め
切
り
日
必
着
）

環
境
課

内
線
４
２
２
生
活

美
化
担
当
FAX
（
７
４
）
１
３
８
５

m
-kankyou@

tow
n.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

社
会
教
育
委
員

　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の

立
案
や
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応

じ
意
見
を
述
べ
た
り
必
要
な
研
究

調
査
を
行
っ
た
り
す
る
機
関
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
町
民
、
団
体

の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
に

よ
る
10
人
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
５
回
程
度
の
会
議

と
年
２
回
程
度
の
研
究
会
に
参
加

で
き
る
人

報
酬　

日
額
８
７
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

社
会
教
育
委

員
に
な
っ
て
や
り
た
い
こ
と

（
４
０
０
字
程
度
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日（
木
）ま
で
に
生
涯
学
習
課

へ
直
接
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で（
締
め
切
り
日
必
着
）

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
２
生

涯
学
習
担
当
FAX(

７
５
）９
９
０
７

syo
ug
ai@
to
w
n.sam

ukaw
a.

kanag
aw
a.jp

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
設
備
の
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
・
団
体
の
養

成
や
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
実
施
な
ど

に
つ
い
て
調
査
、
審
議
を
行
う
機

関
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
町
民
、
町
立

小
・
中
学
校
の
代
表
者
、
関
係
行

政
機
関
の
職
員
、
学
識
経
験
者
に

よ
る
10
人
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
３
回
程
度
の
平
日

昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

報
酬　

日
額
８
７
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

寒
川
町
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

（
４
０
０
字
程
度
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日
（
木
）
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
（
締
め
切

り
日
必
着
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

内
線

５
４
１
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

sp
o
rts@

to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

図
書
館
協
議
会
委
員

　

図
書
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、
寒

川
総
合
図
書
館
の
運
営
に
関
し
意

見
を
述
べ
る
機
関
で
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
町
民
、
町
議

会
議
員
、
町
立
小
・
中
学
校
長
、

社
会
教
育
関
係
団
体
員
に
よ
る
７

人
以
内
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
３
回
程
度
の
平
日

昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

報
酬　

日
額
８
７
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

図
書
館
に
つ
い

て
思
う
こ
と（
４
０
０
〜
８
０
０
字
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日
（
木
）
ま
で
に
寒
川
総
合

図
書
館
へ
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
（
締
め
切

り
日
必
着
）

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９

tosyokan@
tow
n.sam

ukaw
a.

kanagaw
a.jp

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

　

公
民
館
長
の
諮
問
に
応
じ
、
公

民
館
に
お
け
る
各
種
事
業
の
企
画

実
施
に
つ
き
調
査
、
審
議
を
行
う

機
関
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
町
民
、
町
立

小
・
中
学
校
長
な
ど
の
公
共
的
団

体
な
ど
の
代
表
者
に
よ
る
10
人
で

構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
４
回
程
度
の
会
議

と
年
１
回
行
わ
れ
る
県
公
民
館
大

会
に
参
加
で
き
る
人

報
酬　

日
額
８
７
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

公
民
館
の
活
性

化
に
つ
い
て
（
４
０
０
字
程
度
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日（
木
）ま
で
に
各
公
民
館
へ

直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で（
締
め
切
り
日
必
着
）

寒
川
町
公
民
館

（
７
５
）

０
０
２
１
FAX
（
７
５
）
２
５
８
５

m
-k
o
u
m
in
k
a
n
@
to
w
n
.

sa
m
u
ka
w
a
.ka
n
a
g
a
w
a
.jp

寒川総合図書館　〒253-0106　寒川町宮山135の１
寒川町公民館　　〒253-0106　寒川町宮山1030
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次
の
審
議
会
の
任
期
は
平
成
20

年
５
月
１
日
か
ら
22
年
４
月
30
日

ま
で
で
す
。

下
水
道
運
営
審
議
会
委
員

　

町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
下
水
道

事
業
の
運
営
に
関
し
必
要
な
調
査

お
よ
び
審
議
を
行
う
機
関
で
す
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
町
議
会
議
員
、

学
識
経
験
者
、
使
用
者
ま
た
は
排

水
設
備
義
務
者
と
な
る
べ
き
人
に
よ

る
11
人
で
構
成
し
ま
す
。

募
集
人
数　

１
人

応
募
資
格　

年
２
回
程
度
の
平
日

昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

報
酬　

日
額
８
７
０
０
円

小
論
文
テ
ー
マ　

公
共
下
水
道
事

業
の
必
要
性
に
つ
い
て
（
４
０
０

字
程
度
）

応
募
方
法　

必
要
事
項
を
記
入
し

た
所
定
の
申
込
書
と
小
論
文
を
１

月
31
日（
木
）ま
で
に
下
水
道
課
へ

直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で（
締
め
切
り
日
必
着
）

下
水
道
課

内
線
３
３
７
下
水

道
管
理
担
当
FAX(

７
５
）９
９
０
６

g
e
su
i@
to
w
n
.sa
m
u
ka
w
a
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp

教
育
講
演
会

と
き　

１
月
22
日
（
火
）
午
後
３

時
か
ら
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
内
の
小
・
中
学
校
の
教

職
員
と
保
護
者

講
師　

近
藤
欽
司
さ
ん　

卓
球
全

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
女
子
監

督演
題　

夢
に
向
か
い
て
〜
卓
球
を

通
し
て
人
を
育
て
る
〜

申
し
込
み　

１
月
15
日
（
火
）
ま

で
に
学
校
教
育
課
へ
電
話
で

学
校
教
育
課

内
線
５
２
１

指
導
担
当
FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

お
は
な
し
広
場

　

紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
い
ま
す
。

と
き　

●
１
月
11
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
15
分
ま
で
（
幼

児
向
け
）
●
26
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
（
小
学
生
向
け
）

と
こ
ろ　

南
部
文
化
福
祉
会
館

南
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
５
）

０
２
８
１
FAX
（
７
５
）
１
７
７
７

親
子
映
画
会

と
き　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら

上
映（
時
間
）　

こ
ね
こ（
84
分
）

と
こ
ろ　

北
部
文
化
福
祉
会
館

北
部
文
化
福
祉
会
館
（
７
４
）

１
５
１
５
FAX
（
７
４
）
７
４
０
５

湘
南
文
芸
交
流
会
短
歌
大
会

と
き　

２
月
24
日
（
日
）
午
後
零

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル（
茅
ヶ
崎
市
役
所
分
庁
舎
）

内
容　

●
講
演
「
斎
藤
茂
吉
の
短

歌
の
秘
密
」
●
披
講
・
表
彰

講
師　

藤
岡
武
雄
さ
ん　

日
本
歌

人
ク
ラ
ブ
顧
問

応
募
方
法　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、電
話
番
号
、未
発
表
の
雑
詠
１

首
を
楷
書
で
記
入
し
、
１
月
15
日

（
火
）か
ら
25
日（
金
）ま
で
の
間
に

〒
２
５
３
＝
８
６
８
６
茅
ヶ
崎

市
茅
ヶ
崎
１
ノ
１
ノ
１　

茅
ヶ

崎
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

に
郵
送
で
（
締
め
切
り
日
必
着
）

生
涯
学
習
課

内
線
５
３
４
生

涯
学
習
担
当
FAX(

７
５
）９
９
０
７

認
知
症
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

１
月
24
日
（
木
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル

対
象　

町
内
、
茅
ヶ
崎
市
在
住
の

人　

１
２
０
人
／
先
着
順

内
容　

地
域
で
認
知
症
を
支
え
よ

う
〜
求
め
ら
れ
る
か
か
り
つ
け
医

と
の
連
携
〜
を
テ
ー
マ
に
医
師
等

の
報
告

申
し
込
み　

１
月
23
日
（
水
）
ま

で
に
高
齢
介
護
課
へ
電
話
で

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
６
高

齢
福
祉
担
当
FAX(

７
４
）５
６
１
３

湘
南
地
域
県
民
討
論
交
流
集
会

と
き　

２
月
２
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
午
後
１
時

開
場
）

と
こ
ろ　

伊
勢
原
市
文
化
会
館

（
伊
勢
原
市
田
中
３
４
８
番
地
）

内
容　

●
み
ん
な
で
語
り
あ
お
う

私
達
の
湘
南
〜
「
防
災
」
日
ご
ろ

の
備
え
と
地
域
の
絆
を
テ
ー
マ
に

基
調
講
演
●
意
見
発
表
●
全
体
討

論定
員　

３
０
０
人
／
先
着
順

※
手
話
、
パ
ソ
コ
ン
文
字
通
訳
、

車
い
す
席
あ
り
。

申
し
込
み　

１
月
18
日
（
金
）
ま

で
に
県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー
県
民
課
へ
電
話
で

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ
り
。

（
要
予
約
）

県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン

タ
ー

０
４
６
３
（
２
２
）
２
７

１
１
内
線
２
１
２
２
県
民
課
FAX
０

４
６
３
（
２
３
）
０
５
９
９

町
民
課

内
線
１
７
１
住
民

協
働
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

湘
南
地
区
障
害
者
卓
球
大
会

と
き　

３
月
２
日
（
日
）
午
前
９

時
20
分
受
付

と
こ
ろ　

茅
ヶ
崎
市
総
合
体
育
館

（
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
１
ノ
９
ノ
63
）

対
象　

16
歳
以
上
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
所
持
者

内
容　

卓
球
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス

※
昼
食
が
出
ま
す
。

申
し
込
み　

２
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
福
祉
課
へ
電
話
か
直
接

福
祉
課

内
線
１
３
４
障
害
福

祉
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

講師の近藤欽司さん
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介
護
相
談
員

　

介
護
相
談
員
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
や
そ
の

家
族
、
事
業
者
な
ど
か
ら
相
談
を

受
け
、
よ
り
良
い
介
護
を
考
え
る

「
介
護
相
談
受
付
係
」
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
行
政

の
橋
渡
し
役
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た

し
て
い
て
町
が
指
定
す
る
施
設
を

１
カ
月
に
４
〜
５
日
程
度
訪
問
し

て
、
介
護
保
険
利
用
者
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
人
●
高
齢

福
祉
事
業
に
知
識
や
理
解
が
あ
り
、

町
が
指
定
す
る
研
修
を
受
講
で
き

る
人
●
ほ
か
の
高
齢
者
施
策
な
ど

の
職
に
従
事
し
て
い
な
い
人

謝
礼　

月
額
２
万
円
（
交
通
費
な

ど
を
含
む
）

任
期　

平
成
20
年
４
月
１
日
〜
22

年
３
月
31
日

小
論
文
テ
ー
マ　

高
齢
者
福
祉
に

つ
い
て
私
が
考
え
る
こ
と
（
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙　

２
〜
３
枚

程
度
）

応
募
方
法　

履
歴
書
と
小
論
文
を

１
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
高
齢
介

護
課
へ
直
接

※
後
日
、
面
接
日
を
連
絡
し
ま
す
。

高
齢
介
護
課

内
線
１
５
１
介

護
保
険
担
当
FAX（
７
４
）５
６
１
３

学
校
臨
時
職
員

 

〈
学
校
給
食
調
理
員
〉

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

勤
務
場
所　

町
立
小
学
校

勤
務
内
容　

各
学
校
の
給
食
調
理

場
で
子
ど
も
た
ち
に
給
食
を
作
る

対
象　

週
３
日
程
度
勤
務
可
能
な

50
歳
以
下
の
人　

２
人
程
度

賃
金　

日
額
６
９
０
０
円

雇
用
方
法　

面
接
の
後
、
決
定

※
勤
務
は
２
月
か
ら
。

申
し
込
み　

教
育
総
務
課
に
あ
る

所
定
の
用
紙
に
写
真
を
張
り
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
１
月
４
日

（
金
）
か
ら
15
日
（
火
）
ま
で
の

間
に
同
課
へ
直
接

〈
学
校
事
務
員
〉

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

零
時
30
分

勤
務
場
所　

町
立
寒
川
中
学
校

勤
務
内
容　

学
校
の
事
務
補
助
、

軽
作
業

対
象　

週
５
日
勤
務
可
能
な
50
歳

未
満
で
募
集
の
学
校
に
通
学
す
る

生
徒
の
い
な
い
人　

１
人

賃
金　

日
額
３
０
４
５
円
（
平
成

19
年
度
実
績
）

雇
用
方
法　

面
接
の
後
、
決
定

※
勤
務
は
４
月
か
ら
。

申
し
込
み　

教
育
総
務
課
に
あ
る

所
定
の
用
紙
に
写
真
を
張
り
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
１
月
７
日

（
月
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま
で
の

間
に
同
課
へ
直
接

教
育
総
務
課

内
線
５
１
３

FAX
（
７
５
）
９
９
０
７

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
退
共
制
度
（
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
）
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
、
国
の
退
職

金
制
度
で
す
。

内
容　

適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら

の
移
行
先
と
な
っ
て
お
り
、
掛
け

金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

掛
け
金
は
税
法
上
、
損
金
ま
た

は
必
要
経
費
と
し
て
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。
ま
た
掛
け
金
以
外

の
経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

http://chutaikyo.taisyokukin.

go.jp中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助

　

退
職
金
共
済
に
加
入
し
た
月
か

ら
３
年
間
、
支
払
っ
た
掛
け
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
額　

退
職
金
共
済
掛
金
の

10
パ
ー
セ
ン
ト
（
限
度
額
月
額
掛

け
金　

５
０
０
０
円
）

対
象　

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

て
町
税
を
完
納
し
て
い
る
人

申
し
込
み　

寒
川
町
中
小
企
業

退
職
金
共
済
掛
金
補
助
金
月
別
・

個
人
別
内
訳
書
、
納
付
し
た
掛
け

金
の
証
明
書
、補
助
金
申
請
書
、町

税
納
付
書
を
持
っ
て
、
２
月
15
日

（
金
）ま
で
に
産
業
振
興
課
へ
直
接

産
業
振
興
課

内
線
２
８
４
商

工
観
光
担
当
FAX（
７
４
）２
８
３
３

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
相
談

　

夜
間
窓
口
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
納
め
忘
れ
た
保
険
料
の
納

付
も
で
き
ま
す
。

と
き　

１
月
21
日
（
月
）
〜
25
日

（
金
）
午
後
７
時
ま
で

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

持
ち
物　

印
鑑

※
保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替

が
大
変
便
利
で
す
。

保
険
年
金
課

内
線
１
２
５

国
保
担
当
FAX
（
７
４
）
５
６
１
３

観
光
協
会
寒
川
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示

　

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

１
月
25
日（
金
）〜
２
月
１

日
（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
１
月
28
日
（
月
）
は
休
み
、
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー

町
観
光
協
会

（
７
５
）
９
０

５
１
FAX
（
７
２
）
１
２
２
４

そ
の
他

そ
の
他
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環
境
影
響
予
測
評
価
実
施

計
画
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

平
塚
市
で
行
う
（
仮
称
）
平
塚

市
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
に
つ
い
て
、
県
環
境
影
響
評

価
条
例
に
基
づ
く
計
画
書
の
縦
覧

が
で
き
ま
す
。

と
き　

１
月
31
日
（
木
）
ま
で

縦
覧
で
き
る
と
こ
ろ　

町
環
境
課
、

寒
川
町
公
民
館
、
北
部
・
南
部
文

化
福
祉
会
館

平
塚
市

０
４
６
３
（
２
３
）

１
１
１
１
内
線
２
１
８
５
環
境
部

資
源
循
環
課

http://w
w
w
.city.hiratsuka.

kanagaw
a.jp/shigen-j/asesu.htm

利
用
券
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い

　

寒
川
総
合
図
書
館
開
館
前
（
平

成
18
年
11
月
２
日
）
ま
で
に
総
合

図
書
館
の
利
用
券
を
町
民
セ
ン

タ
ー
旧
図
書
室
な
ど
で
申
し
込
ん

だ
人
で
、
ま
だ
受
け
取
り
に
来
て

い
な
い
人
は
、
次
の
期
限
ま
で
に

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

期
限
ま
で
に
受
け
取
り
に
来
な

か
っ
た
場
合
は
申
し
込
み
を
取
り

１月　
１日㈫  元日　休庁日

２日㈬  休庁日

３日㈭  休庁日

４日㈮ 国民健康保険料、保育料、介護保険料納付期限

５日㈯ 書き初め大会／こども映画会

６日㈰

７日㈪ 子育て広場／正月獅子舞めぐり

８日㈫ １歳６か月児健康診査／町立小・中学校３学期始業式

９日㈬ 運動ボランティア体操教室／機能訓練からだ

10日㈭ ７か月児健康相談

11日㈮ おはなし広場「絵本の読み聞かせ会」／機能訓練ことば

12日㈯ ちびっこクッキング教室／新春百人一首かるた大会

13日㈰ 消防出初式／南部生涯学習バドミントン教室

14日㈪ 成人式　 成人の日

15日㈫

16日㈬ ２歳児歯科相談

17日㈭ あそびの広場／ヘルスアップセミナー

18日㈮ 内蔵脂肪燃焼セミナー

19日㈯ ちいさな映画会／こども囲碁・将棋教室／おはなし図書館

20日㈰

21日㈪ 国保夜間納付相談［～25日］／犬のしつけ教室（長寿犬表彰式）

22日㈫ ３歳６か月児健康診査／こどもの心の相談

23日㈬ 骨密度測定／運動ボランティアフォローアップセミナー

24日㈭ 母親教室／ヘルスアップセミナー

25日㈮ 南部生涯学習健康セミナー／育児相談

26日㈯ ジュニア料理教室／おはなし広場「絵本の読み聞かせ会」／ち
びっこ絵画教室／こども工作教室／親子映画会

27日㈰ 図書リサイクル市／南部生涯学習バドミントン教室

28日㈪

29日㈫ 美しく年を重ねる講習会

30日㈬

31日㈭
国民健康保険料、保育料、介護保険料、清掃手数料従量制第３期
納付期限／家屋の取り壊し手続き、償却資産申告期限／母親教
室／ヘルスアップセミナー

　11月18日にさむかわ中央公園で産
業まつりが開催されました。この中で、
寒川町観光協会の皆さんによる獅子
舞が行われ、解説を交えての演舞に
来場者は注目していました。また模擬

店のコーナーには寒河江・寒川ライオンズクラブの皆
さんによるカモ鍋も。「寒川は暖かいね」と言いなが
ら秘伝のしょうゆで味付けをしていました。

　新年あけましておめでとうございま
す。本年も「広報さむかわ」をよろしく
お願いいたします。
　さて正月と言えば、やはり箱根駅伝。
今回で第84回目を数える大変伝統の

ある大会で、正月休みの楽しみの一つとしている人も
多いのでは。
　気が付いてみると今年は平成20年。20年前を思
い出してみると、当時はまだ携帯電話もそれほど普
及していなく、パソコンやインターネットなどほとん
ど知られていませんでした。
　世の中は変わらないもの、変わるものがあって成り立っ
ているんだなぁ、と強く感じた今年の正月でした。（Ｋ）

消
し
た
も
の
と
見
な
し
、
利
用
券

を
取
り
消
し
ま
す
。

　

取
り
消
し
以
降
、
利
用
登
録
を

し
た
い
場
合
は
、
再
度
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
り
期
限　

２
月
29
日

（
金
）
午
後
７
時
ま
で

※
町
外
へ
の
引
っ
越
し
な
ど
に
よ

り
利
用
登
録
の
要
件
を
満
た
さ
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
登
録
が
取
り

消
し
と
な
り
利
用
券
は
お
渡
し
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

寒
川
総
合
図
書
館

（
７
５
）

３
６
１
５
FAX
（
７
５
）
３
６
６
９
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／
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グ
ラ
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N
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７
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意外と身近な渓流の宝石

　下の写真の鳥はカワセミです。漢字では「翡翠」と

書きますが、これは宝石のヒスイと同じです。

　主に水辺に生息しており、

体長は17センチメートルほ

どで、鮮やかな水色の体色

と長いくちばしが特徴です。

　メスは下のくちばしが赤

いのでオスと区別できます。

繁殖期にはオスがメスへ獲物をプレゼントします。

　カワセミは本来は青くなく、光の加減で青く見える

構造色といい、シャボン玉の色がさまざまに見えるの

と同じ原理です。特に両翼の間からのぞく背中の水色

は鮮やかです。

　美しい外見から「渓流の宝石」と呼ばれており、な

かなか近くで見ることができないように思われがちで

すが、小出川や目久尻川など身近な河川でも生息して

います。

　水辺を散歩する時などにちょっと注意すると、枝な

どで羽を休めているところや飛び去る姿に会うことが

できます。

環境課 内線４２１環境保全担当FAX（７４）１３８５

寒川町食生活改善推進団体　石井 （７５）６３６８

玉ネギ　0.5個（100g）／ニンニク　１片／固形
スープ　１個／水　３カップ／油　大さじ0.5／合い
挽き肉　100g／小麦粉　小さじ２／カットトマト
（缶詰）　0.5カップ／ゆで大豆　0.5カップ
（A）ケチャップ　大さじ１／ウスターソース　大さじ
１／塩　少々／コショウ　少々／生クリーム　適宣

①玉ネギとニンニクをみじん切りにする。

②固形スープを水３カップで煮溶かす。

③鍋に油を熱し①をよく炒め、合い挽き

肉を加えて、さらによく炒め、小麦粉

も加えて炒める。

④③にカットトマトと②を加えて混ぜ

10分位煮込む。

⑤ゆで大豆と（Ａ）の調味料を加えてさ

らに煮込む。

⑥塩、コショウで味を調えて器に入れ、

好みで生クリームをかける。

作り方

材料　４人分

◆
本
誌
は
資
源
保
護
の
た
め
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

１人分あたり139kcal・塩分1.1ｇ

チリコンカンス
ープ（受験生の夜食にも）

人　口 4 7 , 5 8 4 人 （ 1 0人減）

世　帯 1 7 , 6 4 5 世帯 （ 2 4世帯増）
（　）内は前月との比較　

12月１日の人口と世帯

●町公式ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp

●携帯電話用ホームページ
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/imodo/index.html

おいしく楽しく健康に

　おじいちゃんおばあちゃんと孫、一家の写真も募集しています。
　写っている人の名前、年齢、住所、応募者の連絡先とコメントを
記入して、広報情報課まで郵送か持参またはメールしてね。
photo@town.samukawa.kanagawa.jp

みんなの写真館

左から
　井上　イサエさん（倉見）
　渡部　亜耶香ちゃん　９歳（倉見）
　奥村　菜愛美ちゃん　７歳（倉見）
　奥村　萌愛美ちゃん　３歳（倉見）
　井上　健一さん（倉見）

大好きなおじいちゃん
おばあちゃんといつも
遊びに出掛けてます！


